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(1) 正答表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32



 

 

理 科 

(2) 領域別正答率 

 

 

  

 

 

 

 

(3) 義務教育段階の傾向や課題 

 

 

○ 傾向や課題を踏まえた特徴的な問題 【大問２ 問５】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 出題のねらい 
［問題の内容］ 
  ヒトの肺の仕組みと働きについて、実験の結果から、規則性、関係性、特徴などを考察
し、全体を振り返って推論する力をみる問題である。 

［解答までのプロセス］ 
① ヒトの肺のモデル実験から、肺への空気の出入りは横隔膜の働きによって行われて
いることを考察・推論し、表現する。 

② ブタの血液の色の変化から、酸素が多いところでは赤血球中のヘモグロビンが酸素
と結び付き、全身の細胞に運ばれることを考察・推論し、表現する。 

［関連する学習指導要領の領域と内容］ 
 第２学年 第２分野 

(3) 生物の体のつくりと働き  
生物の体のつくりと働きについての観察、実験などを通して、次の事項を身に付

けることができるよう指導する。  
イ 身近な植物や動物の体のつくりと働きについて、見通しをもって解決する方
法を立案して観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し、生物の体のつ
くりと働きについての規則性や関係性を見いだして表現すること。 

２ 解答の状況と分析 
この問題の正答率は 24.7％、中間点の取得率は 24.9％であった。モデル実験におけるペ

ットボトル、ゴム風船、ゴム膜がそれぞれ体のどの部分に当たるかを推論することと、赤血
球に含まれるヘモグロビンの働きによってブタの血液の色が変化することを推論すること
の両方を見いだせなかった受検者が多く、実験結果から、生物の体のつくりと働きについて
の規則性や関係性を見いだして表現することが難しかったと考えられる。 

義務教育段階における学力調査等から、北海道の中学生には、観察、実験の結果を分析して解釈
し、課題に正対した考察を行うことに課題がみられる。 

正答率(24.7％) 
中間点(24.9％) 
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(4) 中学校における今後の授業の在り方 

 ○ 授業実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 

(5) 高等学校における指導の在り方 
高等学校では、ヒトの体の調節について、観察、実験などを通して探究し、話合いやレポートの作

成、発表を適宜行い、特徴を見いだして表現する力を育成する学習活動の一層の充実が求められる。
例えば、踏み台昇降運動の前後で心拍数を測定する実験などを行い、中学校で学んだ呼吸や血液循環
などのヒトの体の調節が、神経系と内分泌系によって調節されていることと関連付けて指導すること
が考えられる。 

 

 

○ 授業づくりのポイント 

  この単元では、ヒトの呼吸及び血液循環についての観察、実験などを行い、ヒトの体のつくり

と働きの観察、実験の結果などと血液による物質の運搬、不要な物質の排出といった物質の移動

を関連付けて理解させる学習活動を設定した。このように、肺のつくりとヘモグロビンの働きに

ついてモデル実験や動画教材を活用して理解させ、それぞれを関連付けて、ヒトの呼吸及び血液

循環について総合的に理解し表現させるような、学習活動の一層の充実が求められる。 

※中央教育審議会 教育課程特別部会 教育課程企画特別部会（第 13 回 平成 27 年８月５日）配布資料「学習指導要領等の構造化のイメージ」（文部科学省） 
 （https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/053/siryo/__icsFiles/afieldfile/2015/08/06/1360750_2-1_3.pdf）を加工して作成 
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